不在者投票事務取扱の注意について

　令和６年10月20日執行の伊豆市議会議員選挙（告示10月13日）の投票について、下記事項に注意して事務処理を行ってください。

１　不在者投票期間
不在者投票のできる期間は、10月14日（月）から19日（土）までです。
なお、投票用紙等の請求は告示日の前でもできますが、選挙管理委員会からの交付（郵送）は告示日２日前の10月11日（金）以降となります。
２　投票用紙の請求
選挙人（入院中等の者）から「不在者投票についての代理請求依頼書」（様式２）により代理請求依頼があった場合は、不在者投票管理者（病院長等）は、「投票用紙等請求書」（様式３）及び「投票用紙等請求書別紙」（様式４）に必要事項を記載して、選挙管理委員会に投票用紙及び不在者投票用封筒（内・外）を請求してください。

この場合、「不在者投票についての代理請求依頼書」（様式２）は選挙管理委員会に送付する必要はありませんので、不在者投票施設において保存するようお願いします。

	・　選挙人から代理請求の依頼がないときは、いかなる場合でも選挙人に代わって投票用紙等の代理請求をすることはできません。

・　選挙人の家族から不在者投票をさせたいとの申し入れがあっても、選挙人の代理請求の意思が確認できない場合は、投票用紙等の代理請求をすることはできません。


３　不在者投票
不在者投票管理者は、上記の請求により選挙管理委員会の委員長から送致された投票用紙及び不在者投票用封筒（内・外）を直ちに選挙人に交付し投票させてください。

投票に際しては、選挙権を有する者（18歳以上の選挙権のある者）を必ず立合わせてください。

投票立会人の職務は、選挙が自由公正に行われるよう不在者投票事務の執行を監視することです。
投票の流れは以下のとおりです。

選挙人
①　投票用紙に候補者１名の氏名を記載する。

②　投票用紙を内封筒に入れて封をし、さらに内封筒を外封筒に入れて封をする。

③　外封筒の選挙人欄に署名する。（必ず自書する。）

④　不在者投票管理者に提出する。

不在者投票管理者

①　受け取った外封筒表面の選挙人欄に署名があるか確認する。

②　外封筒裏面に、投票年月日、投票場所を記入し、不在者投票管理者の欄に不在者投票管理者の職、氏名を記名する。
投票立会人
①　不在者投票事務の執行を監視する。

②　外封筒裏面の立会人署名欄に署名する。（必ず自書する。）

４　外部立会人

　　平成25年６月30日に公布・施行された公職選挙法改正により、不在者投票管理者は不在者投票の公正な実施の確保に努めなければならないとの努力規定が設けられ、特に指定病院等においては、伊豆市選挙管理委員会が選定した立会人（以下「外部立会人」という。）を立ち会わせる等の取組が求められています。

　外部立会人を立ち合わせる場合、

ア　不在者投票管理者と伊豆市選管が連絡・調整を行った上で、不在者投票管理者が外部立会人を選任する方法（不在者投票管理者が謝金・旅費を支給し、選挙を所管する伊豆市選挙管理委員会に経費を請求）

イ　伊豆市選管が特別職の地方公務員と位置付けた外部立会人を任命し、不在者投票管理者が当該外部立会人を立ち会わせる方法（伊豆市選管が報酬・旅費（費用弁償）を支給）

　　
の２通りの方法がありますので、あらかじめ、施設所在地の市区町選管に御相談ください。

５　代理投票

身体故障等のため、代理投票を希望する選挙人がある場合には、その申出（口頭でよい）に理由があると認められる場合にのみ、代理投票を行ってください。

①　不在者投票管理者は、投票立会人の意見を聴いて、代理投票補助者２人を、補助者本人の承諾を得て定める。（不在者投票管理者及び投票立会人は、代理投票補助者になれません。）
②　代理投票補助者のうち１名が選挙人に対し、「どの候補者にするのですか。」と聞き、投票用紙に選挙人が指示する候補者氏名を記載し、他の１名が確認します。
③　候補者氏名を記載した代理投票補助者は、投票用紙を内封筒、外封筒の順に入れ、封をする。
④　外封筒の選挙人欄には、候補者氏名を記載した代理投票補助者が選挙人の氏名を選挙人に代わって記載する。

⑤　代理投票した選挙人及び代理投票補助者の氏名を「代理投票整理簿」（様式５）に記載してください。「代理投票整理簿」は、不在者投票施設において保存するようお願いします。
６　不在者投票の送致

以上の手続きが済んだらただちにその不在者投票用封筒を、他の適当な封筒に入れて市選挙管理委員会委員長宛てに送致（郵送又は直接）してください。

その際に封筒の表面に「不在者投票在中」の表示をし、裏面には不在者投票管理者の記名、押印をしてください。

【不在者投票用封筒等の送り先】
〒410-2413　静岡県伊豆市小立野38-2
伊豆市選挙管理委員会委員長　植松　一明
７　所要経費の請求

不在者投票事務として、不在者投票管理者には、投票用紙等の請求や投票した用紙の送致をしていただかなくてはなりません。市ではこれらの事務に要した費用として、選挙人１名につき、1,073円を支払います。

交付金の請求は、「不在者投票事務取扱実績報告書」（様式６）に、「事務取扱実績報告書別紙」（様式７）を添付し、選挙後ただちに選管事務局に送付してください。
また、請求は不在者投票管理者名でしていただきますが、管理者と送金先口座名義人とが異なる場合は、「委任状」（様式８）を合わせて提出してください。

８　その他

不在者投票事務の取り扱いにつきましては、上記のほか静岡県選挙管理委員会・静岡県各市区町選挙管理委員会発行の「不在者投票施設における不在者投票事務取扱要領」を参照に、事務に遺漏のないようお願いいたします。

